
７月２７日から

こどもおぢばがえ

りが開催されます。

コロナ禍を経て以

前とは少し内容も

変更されて開催さ

れます。支部鼓笛

隊の写真を長い間

撮影してきました

が、日程もずいぶ

ん変更になりまし

た。暑い夏の行事

ですから従来から色々対策をされてきましたが、時間的な大きな変更が今回行われました。

鼓笛オンパレードの開始時間とお供え演奏の時間と場所の変更です。今日などでも日中屋

外の気温は３５℃以上となっていて、熱中症アラートが発令されていることを考えると、

御供演奏の時間が夕つとめ前になり、またオンパレードも午後から隊数制限があるのもう

なずけることだと思います。

今年は教会として予定はしていませんが、夏のおぢばで子どもたちが歓声を上げ楽しむ

様子や鼓笛の演奏を通じて一手一つに作り上げていく姿を見ると、私たちも元気と勇気が

沸いてくると思います。暑いときではありますが、どうぞ、おぢばへお帰りください。
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長距離移動の列車の中でウトウトしていると、後ろから聞こえ

る笑い声で目が覚めました。そちらに目をやると、真新しいスー

ツを着込んだ若い女性たちが、時に笑い声を交えながら楽しそう

に語り合っています。

これから就職試験か面接に向かうところなのでしょうか。先々

のことを不安に思うより、新しい生活や将来の仕事のことが楽し

みで仕方がない、といった雰囲気が伝わってきます。

そうそう、将来の希望や目標は楽しく語り合うものでした。談

笑している彼女たちの声を聞きながら、年齢を重ねて同じ仕事を

何年も続けているうちに、先々を楽しみにする心が薄れているな

あと、少し反省しました。

「先々の理を楽しむ／＼。治めりゃ治まる。治めりゃ治まるで」

昨日と今日は同じ日ではなく、明日を予測できない人間の状況

は、どんなに人生や仕事上の経験を積み重ねても変わることはあ

りません。ただ、希望や目標を実現する情熱が薄れてくると、今度は何も決まっていない

ということが、不安や悩みの材料になってきます。先を案じるのではなく、先を楽しむた

めには、理想や目標の実現に向かう情熱や意志を失ってはならないでしょう。

昨日、一昨日の疲れが今日も残る体になってきましたが、気持ちはまだまだ若々しくあ

りたいものです。（岡）

＊ ＊ ＊

明治二十七年五月十二日 おさしず 松村吉太郎地所質入れの件伺

さあ／＼事情々々、前々以て事情尋ねたる処、一時の処口実を定めて実を通さにゃならん

と思う。これはどうせにゃならんと言うのやないで。尋ねる処精神の理に委せ置こう／＼。

一時こうと言う中には、どうしたんであろうかと、いろ／＼の説が立つ。何ぼ説が立って

も、向こうの理に思てるがよいで。先々の理を楽しむ／＼。治めりゃ治まる。治めりゃ治

まるで。

＊ ＊ ＊

今月の写真は７月７日に明日香の棚田で撮影したものです。

連日のうだるような暑さとまとわりつく湿気に、ちょっと出かける

のがつらくなっていて、この日の撮影会をどうしようかと思ってい

たのです。雨でも降れば中止に出来るけどなどと思っていたのです。

６月から再開した写真クラブの撮影会。暑いから夕方から出かけま

しょうなどと言ったものの、出発時刻の４時でも３０℃を超えているのですから、夕立で

も降るのではとか、熱中症になるのではと、なんとなくマイナスな気持ちで出かけたので

す。この日の参加は私を含めて４名。喜志で２人拾い、ネオポリスで１人拾って目的地の

明日香へ向かいました。一人だとグズグズ思っていた気持ちも、幹事役という役目もあっ

て陽気に話しながら現地へ到着。実は少し前に下見がてらバイクで走っていましたから場

所は間違いありません。サンセット時間は１９時１５分前後。車を停めて自由時間。

棚田を吹き上げてくる風の心地よいこと！暑いはずなのですが、風がそれを拭い去って

くれます。目の前をトンボが横切り、ときどき他の人がスマホで写真を撮るのに立ち寄っ

たりしていました。夕立のかけらも無く見事な夕焼けを楽しむことが出来ました。

天候は私たちがどうすることも出来ない自然の姿です、夕陽は見えるだろうか、厚い雲

に覆われてしまうのでは無いのか、全く雲がないのも空に表情が無くて困る・・・などな

ど、案じることはきりがありません。しかし、その風景も自然そのものなのです。

自分の意図した条件にならなかったとしても、それを受け入れ柔軟に対応することが、

先案じの呪縛から解き放たれるのだと思います。さあ、明日はどんな出来事に出会えるの

でしょう。楽しみです。



9月 1日おぢば伏せ込み総出ひのきしん
10時集合 10時 15分頃開始～ 11時 15分
西 2駐車場は改修工事で使えません



18.理の歌
十二下りのお歌が出来た時に、教祖は、「これが、つとめの歌や。どんな節を付けたらよ

いか、皆めいめいに、思うように歌うてみよ。」と、仰せられた。

そこで、皆の者が、めいめいに歌うたところ、それを聞いておられた教祖は、

「皆、歌うてくれたが、そういうふうに歌うのではない。こういうふうに歌うのや。」と、

みずから声を張り上げて、お歌い下された。次に、「この歌は、理の歌やから、理に合わし

て踊るのや。どういうふうに踊ったらよいか、皆めいめいに、よいと思うように踊ってみ

よ。」と、仰せられた。

そこで、皆の者が、それぞれに工夫して踊ったところ、教祖は、それをごらんになって

いたが、「皆、踊ってくれたが、誰も理に合うように踊った者はない。こういうふうに踊る

のや。ただ踊るのではない。理を振るのや。」と、 仰せられ、みずから立って手振りをし

て、皆の者に見せてお教え下された。こうして、節も手振りも、一応皆の者にやらせてみ

た上、御みずから手本を示して、お教え下されたのである。これは、松尾市兵衞の妻ハル

が、語り伝えた話である。註松尾ハルは、天保六年九月十五日生まれ。入信は慶応二年。

慶応三年から明治二年には三十三才から三十五才。大正十二年五月一日、八十九才で出直

した。

22.おふでさき御執筆
教祖は、 おふでさきについて、

「ふでさきというものありましょうがな。あんた、どないに見ている。あのふでさきも、

一号から十七号まで直きに出来たのやない。神様は、『書いたものは、豆腐屋の通い見ても

いかんで。』と、仰っしゃって、耳へ聞かして下されましたのや。何んでやなあ、と思いま

したら、神様は、『筆、筆、筆を執れ。』と、仰っしゃりました。七十二才の正月に、初め

て筆執りました。そして、筆持つと手がひとり動きました。天から、神様がしましたのや。

書くだけ書いたら手がしびれて、動かんようになりました。『心鎮めて、これを読んでみて、

分からんこと尋ねよ。』と、仰っしゃった。自分でに分からんとこは、入れ筆しましたのや。

それがふでさきである。」と、仰せられた。これは、後年、梅谷四郎兵衞にお聞かせ下され

たお言葉である。

謹写おふでさき 第一号・第二号 「謹写」通して成人の歩み進めよう！

お道には、原典の

写本が広く用いられ

た時代がありました。

「おふでさき」をは

じめ教えの書が官憲

による取り締まりの

対象とされたため、

先人たちは密かにこ

れらを筆写して、信

仰の指針としたので

した。教祖直々の教

えを守り通した先人の足跡のうえに、いまのお道がありま

す。謹写を通して、お歌にこもる親心を求め、信仰生活の

基本を確認し、成人の歩みを進める一助としていただけれ

ば幸いです。

※本商品は『おふでさき』を自らの手で書き写すための和

紙と見本をセットにした商品です。


